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TEL 044-331-7556
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施設・屋外照明部 施設照明担当

改正省エネ基準が完全施行になりました。
従来のCEC/L、ポイント法から、新しい評価方法に変わります。

■「改正省エネ基準」関連情報サイトのご紹介

平成25年4月1日に改正省エネルギー基準が施行され、建築確認申請時の省エネ措置の評価方法が新しくなりました。
施行後1年間は経過措置期間として従来のCEC/L、ポイント法でも届出ができましたが、平成26年4月1日からは完全施行とな
り（住宅は平成27年4月1日）、新評価方法である一次エネルギー消費量を指標とした建物全体での評価による届出に変わりま
した。以後はCEC/L、ポイント法での届出ができません（増築および設備機器の設置・改修などは除く）。
計算の対象となるのは、これまでどおり300㎡以上の非住宅建築物と住宅です。

改正後は照明設備単独での評価ができなくなりました。
そこで東芝ライテックでは、届出書類の作成を支援する『入力支援プログラム』をご用意しました。
書類作成支援ツールのご提供を通し、入力作業の簡略化をサポートします。

改正にともない、届出書類の作成方法が変わりました。

改正省エネ基準
の完全施行

届出書類の
作り方が変更

書類作成の
支援プログラム
のご案内

今回の改正で、一次エネルギー消費量を指標とした建物全体での評価に変わりました。

国土交通省
関係法令（法律／政令／省令／告示）、届出様式等
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/jutakukentiku_house_tk4_000005.html

（独）建築研究所
一次エネルギー消費量算定プログラム、モデル建物法評価支援ツール、算定プロ
グラムの解説、基準の解説及び補足資料
http://www.kenken.go.jp/becc/index.html

（一社）日本サステナブル建築協会（JSBC）
講習会テスト、基準の解説及び補足資料、一次エネルギー消費算定プログラム、モ
デル建物法評価支援ツール等
http://lowenergy.jsbc.or.jp./top/

（一財）建築環境・省エネルギー機構（IBEC）
技術講習会情報（設計者向け）
http://www.ibec.co.jp

お問い合わせ先
（一社）日本サステナブル建築協会　省エネ対策サポートセンター
下記の項目等に関する質問を受け付けておられます。
　　1.住宅及び建築物に関する省エネルギー基準・計算支援プログラム
　　2.低炭素建築物認定基準・計算支援プログラム
　　3.省エネ措置届出
■受付時間：平日9:30～12:00、13:00～17:30
　メール ：q30ene＠jsbc.or.jp
　FAX ：03-3222-6610　TEL ：0120-882-177

※電話番号はおかけ間違いのないようにご注意ください。
※電話は込み合って通じないことがありますので、なるべくメール、FAXをご利用く
ださい。

改正前（平成11年基準） 改正後（平成25年基準）

評価単位 照明設備単独で評価

●ポイント法　●簡易なポイント法 モデル建物法

CEC/L

設備全体で評価
（空調＋換気＋給湯＋照明＋昇降機）

一次エネルギー消費量
●標準入力法　●主要室入力法指標

5,000㎡以下の簡易評価法

●計算はWEB上の算定用プログラムで行います
●計算に必要な情報は専用の入力シートに入力します
●照明だけでなく、設備全体に共通する情報が必要です

POINT

■省エネ基準改正の全体像

■省エネ基準改正の概要について

今回の改正では、以下3つの点がポイントになっています。ご確認ください。
①外皮の断熱性能および設備の性能を建物全体で総合的に評価する一次エネルギー消費量が導入され、照明設備単独での評価ができなくな
りました。
②これまで評価の対象外だった住宅の照明設備が評価の対象となっています（平成27年3月31日まで経過措置期間）。
③簡易評価法も見直しされています（非住宅建築物の主要室入力法とモデル建物法）。

基準改正の概要を弊社ホームページにてご紹介しておりますので、ご参照ください。

性能基準（計算ルート）

非
住
宅
建
築
物

住
宅

（共同住宅の共用部分については、換気、照明、昇降機が対象）

非住宅建築物の簡易評価法

住宅の仕様基準

改正前（平成11年基準） 改正前

改正前

改正後

改正後

改正後（平成25年基準）

外皮 PAL
外皮

外皮の仕様

PAL＊簡易評価法

外皮の仕様

外皮　年間暖冷房負荷
　　　　　または
　　　Q値（熱損失係数）
　　　μ値（夏期日射取得率）

空調 CEC/AC
空調

暖冷房 なし

換気 なし

給湯 なし

照明 なし

一次エネ
簡易評価法

外皮 PAL＊（パルスター） ポイント法

仕様基準

モデル建物法

仕様基準
（当分の間）

外皮 UA値（外皮平均熱貫流率）
 ηA値（冷房期の日射熱取得率）

外皮 UA、ηA簡易計算法（部位別仕様表）

空調

換気

給湯 一次エネルギー消費量

照明

昇降機

暖冷房
換気
給湯 

一次エネルギー消費量

照明

暖冷房等 一次エネルギー消費量

暖冷房 なし

換気 CEC/V 換気

換気 なし

給湯 CEC/HW 給湯

給湯 なし

照明 CEC/L 照明

照明 なし

昇降機 CEC/EV
昇降機

（共同住宅の共用部分については、昇降機も対象）

国土交通省「省エネルギー基準の改正概要」より抜粋

暖冷房設備の仕様
換気設備の仕様
給湯設備の仕様

判断基準

設計施工
指針

http://www.tlt.co.jp/tlt/information/legals.htm#sec5
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平成26年4月1日から届出書類の作成方法が変わります。

届出書類の作成から提出までの流れと、一次エネルギー消費量の算定方法について

東芝ライテックの『入力支援プログラム』を使うと［照明入力シート］の入力が簡単にできます!

当社の『入力支援プログ
ラム』がサポートします
（［照明入力シート］のみ）

■『設備仕様入力シート』の構成について ■『設備仕様入力シート』の入力手順

『設備仕様入力シート』の内訳

改正省エネルギー基準の完全施行にともない、一次エネルギー消費量による評価が導入され、建築確認申請時に必要な省エネ措置の届出書類の作成方法が変わりました。

『入力支援プログラム』を使うと、［室仕様入力シート］から室情報を一発取り込みできます。しかも、照明器具の情報を自動入力できるなど、入力の手間を大幅に減らせます。

事前に［室仕様入力シート］へ室情報の入力を済ませた『設備仕様入力シート』
をインポートするだけで照明の計算対象室を自動で判別して室情報を一発取
り込みします。

主要室入力法に対応してい
ます。
モデル建物法の『集計表』が
作成できます。

消費電力などの情報は自動入力されます。資料からの数値読み取り作業が不要です。

『設備仕様入力シート』は全部で18のシートから構成されています。
この18のシートは入力情報の性格別に、共通条件を入力する2シー
トと各設備の仕様を入力する16シートとに分けることができます。

一次エネルギー消費量は、（独）建築研究所のホームページに公開されている算定用プログラムに計算条件をアップロードすると、自動計算されます。

最初に共通条件の2シートを入力します。特に［室仕様
入力シ ート］は設備全体の計算に共通で用いられる重
要な情報となります。

次に設備仕様の16シートを入力します。室情報は、Step1で入力した［室仕様入力シー
ト］からそれぞれの設備の計算対象室を選んで転記します。さらに各シートに必要な項
目を入力していきます。独立行政法人建築研究所の省エネルギー

基準ホームページにアクセスして、『設備
仕様入力シート』をダウンロードします。

〇設備仕様を入力する16シート
残りの16シートには、それぞれの設備で求められる情報を入力
●空調ゾーン入力シート
●外壁構成入力シート
●窓仕様入力シート
●外皮仕様入力シート
●熱源入力シート
●二次ポンプ入力シート
●空調機入力シート
●換気対象室入力シート

●給排気送風機入力シート
●換気代替空調機入力シート
●照明入力シート
●給湯対象室入力シート
●給湯機器入力シート
●昇降機入力シート
●太陽光発電システム入力シート
●コージェネレーションシステム入力シート

ダウンロードしたシートに、設計図書を参照
して躯体や設備の仕様などを入力します。

必要な項目をすべて入力したファイルを
アップロードします。

一次エネルギー消費量が自動計算されるの
で、その判定結果をダウンロードします。

判定結果と『設備仕様入力シート』、関係図
面等を印刷して届出書に添付します。

❶ 『設備仕様入力シート』をダウンロード

❷ 設備仕様を入力

❸ CSVファイルに変換してアップロード

計
算
条
件

判
定
結
果

❹ 判定結果をダウンロード

❺ 届出書類を作成

❻ 所管行政庁に届出

（独）建築研究所　省エネルギー基準ホームページ
http://www.kenken.go.jp/becc/index.html

Step

1
Step

2
共通条件の入力 ［照明入力シート］などの設備仕様を入力

※国総研資料第762号　建築研究資料第149号より抜粋
「どの空間を1つの室とするかには注意が必要である。（中略）空調ゾーン、換気区画、照明区画などを考慮し
て、それぞれの最小の区画が1つの室となるように室を定義する。」
（たとえば、壁で仕切られた1つの室に2つの空調系統がある場合、室は2つに分けることになります。）

［室仕様入力シー ト］の入力例

モデル建物法の『集計表』の入力画面

室情報を取り込んだ［照明入力シート］の入力画面

［照明入力シート］の入力例

①室名、室用途、床面積などの
室情報を入力※

③［室仕様入力シート］から、共
通条件である室情報を転記

④室指数、照明器具仕様、照明制御による補正
の有無などの情報をそれぞれ入力

②設備ごとに計算対象と
なる室を指定

室情報入力の手間を軽減 照明器具の情報を自動入力 簡易評価方法にも対応入力
支援 1 入力

支援 2 入力
支援 3

東芝ライテック独自の
「照明器具一覧表」作成機能！

［照明入力シート］の入力を始める前に、裏画面で「照明
器具一覧表」を作成しておけば、［照明入力シート］の入
力画面では記号を入力するだけで照明器具型式、器具
形名、定格消費電力などの器具情報が自動入力される
ので、入力作業がさらにスピードアップできます。

『照明器具一覧表』入力画面

①メニューから［入力シー
ト共通条件取込］を選び

②消費電力が自動入
力されます。

①器具形名を入力し
て検索すると②『設備仕様入力シート』の

ファイルを指定します。

指定したファイルの
中から照明の計算対
象室の室情報だけが
取り込まれます。

制御係数の入力はプ
ルダウンメニューか
ら選ぶだけの簡単操
作です。

共通条件である室情報を自動入力 器具形名による検索で消費電力などを自動入力、制御係数も選ぶだけ! 主要室入力法、モデル建物法に対応

『入力支援プログラム』は、弊社ホームページよりダウンロードできます。
《詳細は6月頃の公開予定！》

もっと便利に
「入力支援」

〇共通条件を入力する2シート
この2つのシートには、地域区分や室名、室用途など、建物全体
に関わる基本的な共通情報を入力
●基本情報入力シート
●室仕様入力シート

.xls

Microsoft®Excel®

.pdf

.csv

照明入力シートは当社の『入力支援プログラム』がサポートします。

転記

＊本ソフトウェアの外観や仕様は、改善のため、予告なく変更する場合があります。

東芝ライテック株式会社　省エネ基準改正チラシ　2014年 5月


